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はじめに

出典：『「スマート東京実施戦略」～令和3年度の取組～』の取りまとめについて（https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/smarttokyo/pdf/smarttokyo_01.pdf） 3
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東京都のデータ利活用の取組

出典：『「スマート東京実施戦略」～令和3年度の取組～』の取りまとめについて（https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/smarttokyo/pdf/smarttokyo_01.pdf）

オープンデータ推進

デジタルツイン

東京データプラットフォーム

フィジカル空間をサイバー空間に再現し、「双子
（ツイン）」を構築・活用

オープンデータを活用した民間による
サービス創出など、新たな官民協働ス
タイルを構築

「スマート東京／東京版Society 5.0」を実現
するため、行政や民間の持つデータの利活用を

推進するデータの流通を行うための基盤

TDPF
Tokyo Data Platform
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4.データ整備
支援

• 紙データ等のデジタル化
の支援や、データのクレン
ジング等を実施

TDPFの事業概要とデータ整備事業
まずデータ流通推進から取組、段階的な事業拡大を検討

1.データラ
イブラリ

• 官民の各種データを一元
的に検索・利用可能な
基盤を提供

2.データ流
通プラット
フォーム

• 官民の各種データの取引
条件を定め、データの仲
介機能を提供

3.ネット
ワーキング

• データ活用事例の共有や、
提供者の課題提示や利
用者のニーズを収集する
勉強会・イベント開催

デ
ー
タ
流
通
推
進

イメージ

デ
ー
タ

整
備
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❸データ分析・
コンサル等
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デ
ー
タ
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者

❶データ
流通推進

②データ整備

データ

対価等

整備前データ

整備データ等

整備の対価等

対価等

データ提供に
係る助言等

データ

対価等

対価等

データ活用に
係る助言等

ニーズ等踏まえ、
将来的な実施を検討

比較的早期に実施

早期に実施

TDPF
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事業概要

出典：東京都「東京データプラットフォーム協議会 第１回推進会議 資料３ 事務局資料」（2021年6月）、
https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/society5.0/pdf/210609_03.pdf
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行政データ整備モデル事業 事業概要

事
業
目
的

進
捗

整
備
モ
デ
ル

対
象
デ
ー
タ

• 自治体のデータ保有に関する課題認識や、データの
質向上

• 機械判読可能な形式へのデータ整備手法をモデル化
し、TDPFを通じた区市町村のデータ利活用を促進

地域・年齢別人口
介護サービス事業所の

一覧
医療機関の一覧

食品等
営業許可・届出一覧

イベントや工事に伴う
交通規制

行政情報公開請求の
処理状況

（統計処理したデータ）

バリアフリートイレ情報 避難関連施設情報

マニュアル化
成果報告

データ収集 整備作業
（7自治体、9パターン）

自治体への
ヒアリング

（8～10自治体）

アンケート設計
調査・分析

（62自治体）

下記データ（緑色）の整備モデルのマニュアル化を実施

アンケート等を通して選定した行政データの整備を実施し、マニュアル化→公開

アンケート結果とヒアリング内容を踏まえ、データ整備モデルを絞り込み
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TDPF

対象範囲

整備前データ

整備の対価等



整備モデルと協力自治体

整備モデル 対象データ 協力自治体 マニュアルの内容

①画像・PDFから変換 地域・年齢別人口 板橋区
PDFのみでしか取り出せないデータがある自治体向け
のマニュアル

②エクセルデータからの変換
（緯度経度クレンジング含まず）

介護サービス事業所の一覧 八王子市

エクセルデータ化まではできているが、エクセルデータの
フォーマット統一を目的とした自治体向けのマニュアル

医療機関の一覧 板橋区

医療機関の一覧 三鷹市

避難関連施設情報 八王子市

③エクセルデータからの変換
（緯度経度クレンジング含む）

介護サービス事業所の一覧 三鷹市

エクセルデータの中で、住所等のフォーマット統一ができ
ており、緯度経度情報を追加し正規化するマニュアル

医療機関の一覧 八王子市

バリアフリートイレ情報（※） 港区

④複数区のデータ変換・統合 地域・年齢別人口
品川区
目黒区
渋谷区

複数の自治体のオープンデータを変換・統合し、民間
事業者の中で流通しやすい形式にするためのマニュアル

自治体のデータ整備の取組状況に応じた、整備モデルのマニュアル化を実施

7参考：東京データプラットフォーム協議会 第4回推進会議 https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/society5.0/pdf/220214_03.pdf
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原油 ガソリン エンジン 自動車

データを利活用可能な状態に精製して流通する

データは21世紀の石油
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データ

ユーザーの
利用

Insight / 
Algorithm

利活用

洞察

成長エンジン

サービス

データは無限の再生可能エネルギー
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データの活用（整備）に向けた課題

スキルがない・・・
人材がいない・・・

ノウハウの継承が
難しい・・・

作業が増える・・・

キレイなデータを公開したほうがいいことはわかっているが・・・

どのデータから
公開すれば・・・
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行政データの民間ニーズ・活用例

町丁別・年齢別人口統計データセット

飲食チェーン店、小売チェーン店の出店計画
チラシのコンテンツや配信時間などの最適化

避難関連施設のデータセット

復旧支援や避難経路案内等に利活用
避難所の開設や混雑状況の把握

本事業で整備したデータのニーズは、QOLの向上に直結
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行政データの民間ニーズ・活用例

他にも行政データの活用例や、更なるニーズも多くある

食品関係営業台帳（届出） 学校給食の献立情報 議会の議事録
酒卸の運送ルート計画

飲食店の出店計画
給食向けの農作物戦略の立案 都市計画向けの事業者提案

献立情報には、アレルギー情報などもあると参考
になるので嬉しい、という意見もありました。
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都知事杯オープンデータ・ハッカソン「Demo Day」

都知事杯オープンデータ・ハッカソン
Demo Day
https://www.youtube.com/watch?
v=rLHNp7Pvt3M

ハッカソンの活動
↓

使われ方の理解
↓

データの公開へ

14
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データ活用のプロセスについて

③対処
（Prescription）

②分析
（Analysis）

①見える化
（Visualization）

データ収集
形式・取得頻度の統合
データ整理・グラフ化

統計解析

機械学習

計画立案

実行

データ

統計解析
機械学習
統計解析
機械学習情報

価値

地域・年齢別人口のデータを用いてデータ活用のプロセスを試行
次頁以降：目黒区内人口と国交省の地価調査データ使用した、地価および地価差分予測

作成協力
日本電気株式会社
本橋様
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実現
したい
こと

データ

統計解析
機械学習
統計解析
機械学習情報

価値

データ活用のプロセスの試行

③対処
（Prescription）

②分析
（Analysis）

①見える化
（Visualization）

地区別データを収集し、
形式・取得頻度の統合
データ整理・グラフ化

整理したデータから
統計解析
機械学習

予測結果を基にして、
新店舗配備・人員配分
土地調達の計画立案

・地域年齢別人口
・地区別地価調査
・駅別乗降客数

・不動産価格予測
（地区別、駅別）

・エリア別の特徴抽出

・店舗配備
・人員計画
・土地調達計画

事業目的
利益率〇％向上

成果
店舗毎の収益向上

コスト削減

実現
したい
こと

作成協力
日本電気株式会社
本橋様
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データ活用のプロセスの試行 見える化

町丁目・年齢別
人口統計データ

地価調査データ
2011～2021年

（国交省）

分析し易いように加工・整理
※地価調査データ欠損の影響で
88丁目→16丁目に減少

１．データの統合（行政データ+オープンデータ結合）

２．データ見える化（丁目別人口と地価の相関）

作成協力
日本電気株式会社
本橋様
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データ活用のプロセスの試行 分析1/2
３．統計解析（数値予測①：地価を予測）

作成協力
日本電気株式会社
本橋様

予測結果：

真値に近い予測モデルが作成可能
決定係数 0.89 

※決定係数
予測式の真値への当てはまり具合を表す
数値で1.0が最大

19



データ活用のプロセスの試行 分析2/2
４．統計解析（数値予測②：地価差分を予測）

作成協力
日本電気株式会社
本橋様

評価価格_1年前差分（地価） 評価価格_3年前差分（地価）

真値 と 予測値 の関係グラフ

ある程度適切なモデルを作成可能適切な予測モデル作成が困難

真値 と 予測値 の関係グラフ

→ 時系列的な説明変数を増やしたことによる改善がみられる
20



データ活用のプロセスの試行 考察
５．考察（地価3年前差分の予測結果）

作成協力
日本電気株式会社
本橋様

真値-予測値
誤差

所属する丁目 傾向 提案

4万円以内

碑文谷一丁目,駒場二丁目, 碑文
谷六丁目,原町一丁目, 緑ヶ丘二
丁目,青葉台一丁目, 洗足二丁目,
祐天寺一丁目, 東が丘二丁目

予測誤差が小さく、今後の地
価の変動を予測しやすい。

地価変動予測を元にした企業の新規店舗
配備計画、 引っ越し付帯サービスのマーケ
ティングなど

4万～6万円
自由が丘二丁目,下目黒三丁目, 
祐天寺二丁目

予測誤差がやや大きい。地価
の変動は比較的小さい。

他地区データや粒度の細かいデータの追加に
よる予測モデル精度向上

6万円以上
大橋二丁目,八雲一丁目, 上目黒
二丁目,上目黒三丁目

予測誤差が大きく、地価の変
動を予測しづらい。

丁目別に特化したデータ収集・予測分析

21



データ活用のプロセスの試行 まとめ
作成協力
日本電気株式会社
本橋様

丁目別人口や、今後整備しうるデータは、民間企業向けのマーケティング基礎
データ等として、用いることができる可能性が高い。

提供された丁目別人口については、対象の地域の限定性があったものの、
場所及び時間の粒度の細かさを活かしたマーケティング分析・ 需要予測など
に用いることができる可能性が高い。

一方、居住人口だけでわかる産業影響は限定的であるため、今後、多様な
データを加えた分析ができると、さらに発展する。

22
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データ整備→公開の理想

しかし、システム更改や業務改善に向けたシステム構築には時間が必要

入力時点でデータ利活用を想定したフォーマットでのデジタル化が望ましい

原課A

原課B

原課C

社内・庁内

各種データ

オープン
データ

シェアード
データ

利用者は
自由に利活用

契約等に基づいて
データ提供

EBPMに活用

自動出力

人が介在

24



現時点でデータを作るときの心掛け 1/2

機械判読性の高いデータ提供のために、Excelファイルのレイアウトに気をつける

出典：統計表における機械判読可能なデータ 作成に関する表記方法（総務省） https://www.soumu.go.jp/main_content/000723626.pdf
出典：Tips for creating machine-friendly data（内田康雄） https://www.slideshare.net/uchiruda/tips-for-creating-machine-friendly-data-248311530 25
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現時点でデータを作るときの心掛け 2/2

日頃よりExcelを正しく使うことがデータ整備・利活用の第一歩

出典：統計表における機械判読可能なデータ 作成に関する表記方法（総務省） https://www.soumu.go.jp/main_content/000723626.pdf
出典：Tips for creating machine-friendly data（内田康雄） https://www.slideshare.net/uchiruda/tips-for-creating-machine-friendly-data-248311530 26
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どのようなデータから着手すべきか

引用：「オープンデータをはじめよう」内閣官房 情報通信技術（IT）総合戦略室 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/densi/kettei/OpenData_Tebikisyo3.pdf

他のデータと比較や結合できるデータは、相乗的に価値が出る

地域・年齢別人口
や各種施設情報は
活用例が多い

27

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/densi/kettei/OpenData_Tebikisyo3.pdf


整備モデルと協力自治体

整備モデル 対象データ 協力自治体 マニュアルの内容

①画像・PDFから変換 地域・年齢別人口 板橋区
PDFのみでしか取り出せないデータがある自治体向け
のマニュアル

②エクセルデータからの変換
（緯度経度クレンジング含まず）

介護サービス事業所の一覧 八王子市

エクセルデータ化まではできているが、エクセルデータの
フォーマット統一を目的とした自治体向けのマニュアル

医療機関の一覧 板橋区

医療機関の一覧 三鷹市

避難関連施設情報 八王子市

③エクセルデータからの変換
（緯度経度クレンジング含む）

介護サービス事業所の一覧 三鷹市

エクセルデータの中で、住所等のフォーマット統一ができ
ており、緯度経度情報を追加し正規化するマニュアル

医療機関の一覧 八王子市

バリアフリートイレ情報（※） 港区

④複数区のデータ変換・統合 地域・年齢別人口
品川区
目黒区
渋谷区

複数の自治体のオープンデータを変換・統合し、民間
事業者の中で流通しやすい形式にするためのマニュアル

自治体のデータ整備の取組状況に応じた、整備モデルのマニュアル化を実施

28参考：東京データプラットフォーム協議会 第4回推進会議 https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/society5.0/pdf/220214_03.pdf

再掲
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実際にマニュアル使ってみました ～スキルセット～

Excelスキル中級

フィルターを使いこなせる

グラフをキレイに作れる

ピボットテーブルを使える

関数は（ググれば）何とか使える

マクロ組めない

PowerQuery知りませんでした

その他情報

社会人歴：17年

通信キャリア（民間）で
15年ほど勤務

企画畑に従事

プログラムは書けない

下記スキルセットで、PowerQueryを使ってデータ整備を実施

30



実際にマニュアル使ってみました ～整備前～

31



実際にマニュアル使ってみました ～整備前～

セルの結合
がある

表が
横にもある

文字の間
にスペース

セルの結合
がある

32



実際にマニュアル使ってみました ～作業後～

33



実際にマニュアル使ってみました ～作業後～

列名の説明
を統合

1シート
1データ

34



実際にマニュアル使ってみました ～作業結果～

マニュアルへの所感

作業内容

作業時間：5時間

作業内容：
ファイル取得 → PowerQueryに読み込む → 作業する → 事前準備が足りないことに気づく （3時間）
→ 事前準備作業 → PowerQueryに読み込む → 作業する → データ整備完了 （2時間）

• PowerQueryでデータを読み込むところまではスムーズ

• その後の作業は、マニュアルをそのまま踏襲すればできる、というわけではない

• マニュアルを使い、試行錯誤することで、「Power Query」の本質を理解ができ、
データの違いによる、作業の違いを吸収できる

• 実際のデータ整備作業としては、2時間程度（慣れれば短縮もできそう）
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まとめ

デジタル化社会に不可欠な

キレイなデータのために
データ整備へチャレンジお願いします
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